
NPO法人 熊本まちなみトラスト
第21回理事会（180924）出欠表 本日の議案
氏名 理事会 委任

180924 出席 出席 ◆決議事項
出欠 人数 人数

1 青木勝士 ○ 1 決議事項はありません
2 麻生田栄壽
3 伊藤重剛 ○
4 磯田桂史 ○ ◆報告事項
5 磯田節子
6 岡裕二 ×事務局長  ０. ＫＭＴの活動スキーム 資料 P2
7 工藤栄一郎
8 幸田亮一 ×事務局長  1. 各部会報告　
9 西郷正浩 ×議長 被連協（清永本店） 資料 P3

10 柴田祐 ×理事長 被連協（吉田松花堂）
11 竹田宏司 住友部会 資料 P4
12 田中尚人 × アーカイブ部会 資料 P7
13 鄭　一止（いるじ） ○ ＨＰ広報報部会
14 辻　泰明 ○
15 豊永信博 ○ ２．夏のイベント「三角再発見」 9/1 資料 P8
16 長野聖二
17 西嶋公一 ×理事長 ３．全国まちづくり会議2018in福岡 9/8 資料 P10
18 冨士川一裕 ○
19 藤本秀子 ４．ドローン購入と活用 資料 P12
20 松波大仁 ○
21 宮野桂輔 ５．事務局からの報告・提案
22 宮本茂史 ×理事長
23 矢野和之 ×理事長
24 山田穰 ○
25 吉野徹朗
1 荒木幸介 ×
2 齊藤修 × ◆前回理事会7/23（第19回）からの経緯

会員（コア会員） 180725KMT事務局会議／以降 8/1、8/8、8/13、8/22、
本田憲之助 8/29、9/5、9/12
森　純子 180801被連協清永部会（42回）／以降 8/7(43)、
両角光男 ○ 8/22(44)、8/28(45)、9/4(46)、9/12(47)
上野美恵子 180804復興アーカイブ企画会議（5回）／以降8/15(6)、
上農淑子 ○ 8/26(7)、9/1(8)、9/17(9)
清水照親
坂口秀ニ 180821第１回熊本市歴史まちづくり協議会（KMT傍聴）
西島衛治 180822商工クラブ事業推進会議
西島真理子 （文化財補助金への全面切り替え）
早川祐三 当方からのメール届かず 180901KMT夏のイベント『三角再発見』ツアー
松崎範子 180908-09全国まちづくり会議2018in福岡に出展、参加
清永泰弘 180910三井住友銀行旧熊本支店社屋の保存活用
古賀元也 協議会（10回）
濱田康成 当方からのメール届かず

中田浩毅 ×
東久美子 当方からのメール届かず

伊原登志郎
石原靖也
佐々木翔多
反後人美
池田由美 ×
三國隆昌 ○

理事 9 （＋委任状出席7＝16） 　　　
会員 3

合計出席者 12 委任状出席含まず

180810文化財補助金委員会清永本店視察



定款の事業名

１． 歴史文化遺産の保存 ・ 活用を促進するための事業

　　　「被災文化遺産所有者等連絡協議会」 に関する支援活動 【Ａ】

　　被災文化遺産の復旧保全に関する活動

　　三井住友銀行熊本支店社屋の保存活用協議会の活動支援 【Ｂ】

　　新町古町地区復興ビジョンの立案 【Ｃ】

　　啓発イベントの開催 【Ｄ】

２． 歴史文化遺産の顕彰 ・ 保存 ・ 活用に関する広報 ・ 出版事業 【Ｅ】

住友部会

被連協部会

　清永本店部会

　吉田松花堂部会

アーカイブ部会

歴まち部会

HP 広報部会

歴史文化遺産の連携に
よる地域個性の喚起

ＨＰの充実、
広報の活発化による
会員拡大財政基盤の強化

平成 29 年度　
　復震災と復旧興動画
　※効果大
↓
平成 30 年度
　被災２年目以降の
　復興アーカイブ動画
　（ドローンを使い）

活
用

啓発イベント

2018 （前年度）
　1/27 on the 明八橋
  3/24　清永本店おかたづけ
2018 （今年度）
　4/14　被連協協議会フォーラム 「デザインコード」
　5/19 総会イベント ・ＰＳ交流会
 9/1 三角再発見ツアー
↓
案　ＷＭＦ関連 （ＰＳと清永本店への支援継続）
案　歴史まちづくり関連 （自主的シンポジウム）
案　被災３ヶ年に向けたイベント
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被連協清永本店部会報告

被連協吉田松花堂部会報告

被連協参加建造物の近況

180913 180919

後藤商店 180622　工事中

魚よし 180901　竣工／開業黒瀬商店 180712　工事中

野田市兵衛商店 180417 工事中
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第１０回三井住友銀行熊本支店社屋保存活用連絡協議会 

期 日：２０１８年７月９日（月）１９時００分～ 

場 所：（株）林田印刷４階会議室 

出席者：小出伸介、境正子、伊藤重剛、磯田桂史、磯田節子、辻泰明、西嶋公一、冨士川一裕、    

宮本茂史、竹田宏司 

記 録：竹田  ※メール配信した記録から若干の修正があります 

 

 毛利氏が欠席のため歴史まちづくり法による法定協議会の委員として就任要請されている宮本茂

史氏を参加させてほしいとの要請があり、今回から宮本氏が出席することになった。 

本日は熊本大学による実測調査の進捗状況と、熊本市の歴史まちづくり（歴史的風致維持向上計画）

策定に関することを議題とすることとして開会した。 

 

１ 熊本大学による調査の状況、銀行とのやり取りについて 

伊藤）今のところ大学は特に動いていない。吉武氏に確認したが、銀行から連絡がないのでその

ままになっているとのこと。 

冨士川）吉武氏から連絡してもらったほうがいい。 

伊藤）８月はギリシャでの調査。大学の調査は卒論にあわせると１０月から１１月になるのでは

ないか。 

冨士川）建物がなくなるわけではないので、そう急ぐ必要はない。 

竹田）そうはいっても買い手次第では調査ができなくなるのではないか。 

冨士川）銀行に本日電話で聞いてみたが、熊本の企業ということ以外はわからない。噂でもいい

から知っている人はいないか。買い手が決まったら、市と一緒に地元としての応援団がつくれ

ると思うが。大学の調査は銀行のほうからも連絡せねば、と言っておられた。 

磯田桂）見学会は。 

冨士川）そこも微妙。調査も銀行が所有しているうちにというのが銀行の考え。見学会も同じか

と思うが。 

伊藤）冨士川さんから銀行に吉武氏が８月はギリシャに行くことを伝え、併せて見学会について

も要望を。電話だとくどくなるのでメールが良いだろう。 

 

２ 熊本市の歴史まちづくり計画について 

冨士川）「歴まち」の動きについては前回第９回議事録の中ごろを参照。法定協議会を立ち上げて

３０・３１年度の２年間で、歴史的風致維持向上計画を策定し国土交通省に承認してもらうと

いう予定のようだ。新町古町、川尻が重点地区になるらしい。 

宮本）先月、開発景観課から話があった。新町の住民代表として参画するということで。市とし

ては８月の会議の日程調整。それ以上の動きはまだ決まっていない。メンバーは古町が上村元

三さん、川尻が吉村圭四郎さんほかの名簿まではもらった。 

冨士川）調査業務は委託発注されている。歴まちの業務を過去に受注していることが応札の条件

になっていた。静岡の地域まちづくり研究所が受託。先日協力してくれと声をかけられた。い

い会社で良かった。計画技術研究所という（都市計画コンサルタント）業界ではトップレベル
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の流れを汲む会社。今月末来熊されたら会う予定。 

伊藤）トラスト理事会にお呼びしては。 

冨士川）市から発注しているので、大っぴらには難しいだろう。計画はなるべく市で作っていき

たいとのことだった。住友銀行を計画に（「歴史的風致形成建造物」として）入れてもらえるよ

うに提案してほしい。 

宮本）上村元三さんも住友の話に加わっているし、そうするだろう。 

宮本）地域としては震災の後どちらを向いてまちづくりを進めていけばいいかわからない状態だ

った。今あるものをどう活かして新しい新町古町を創っていくかという気概が必要だと思う。

歴まちがきっかけにはなるが、住んでいる人たちの気持ちになっていかないと絵に描いた餅に

なってしまう。 

冨士川）かつては京都や金沢などの個性的な街がお手本になると思っていたが、震災の後は歴史

的な景観の連続性が無くなり、空き地が増え、そこにマンションなどが建っていくと、その合

間に町屋が残る名古屋や大阪みたいになってしまう。しかしながら、城下町を語り継ぐという

ところが大都市とは違う熊本の強みかもしれない。例えば、福田病院みたいに玄関に明治初期

の写真を展示したりしてファミリーヒストリーを語り継ぐとともに新茶屋跡の塀を復元しよう

とされたりしている。生活空間として活きている街だと思う。今回の住友銀行みたいなことが

持ち上がると、勝手連的に応援団を組織する（当協議会）も（大都市では起こりにくい）熊本の

都市スケール、のような気がする。ダメ、もう遅い、という人もいるが、あきらめずに取り組ん

でいきたい。 

伊藤）そのような中で住友銀行が残る意味は大きい。 

冨士川）後藤商店の並び、野田市兵衛商店も会社として残そうとされている（震災復旧工事中）。

後藤さんも悩んだ末に残そうと決意された（後藤商店震災復旧工事中）。それら２軒があると電

車通りの東西軸の歴史的景観が保たれる。ここでもそれぞれのファミリーヒストリーを維持し

ながら（生活空間としての）街の個性を出していける。 

宮本）歴まちの説明を（熊本市の）村上さんから受けたけれど、ハード面とともに伝統芸能や工

芸、風習などのソフト面も重要な計画要素。ただ、５０年以上というと藤崎宮の例大祭しかな

い。ファミリーヒストリーもそうだけど、地域として裾野を広げて繋いでいくことが必要。 

冨士川）国から見れば大きな祭りしか目に入らないけれど、大小さまざまなソフトがある。復興

イベントの際に新町古町おでん対決をやったが、ダシも具も新町古町地区内の製造所販売所で

揃えることができた。おでんにつける辛子の替りにを辛子レンコン屋さん３店に辛子味噌を出

品していただいたが、これがウケた。地域ブランドになるのではないか。 

竹田）古町、白梅天神のお祭りの辛い大根の煮物など、拾っていけば小さなものがたくさんある。

せっかく市に民俗学の専門家（竹原さん）もおられるのだから、その視点を活かしてほしい。都

市計画系だけではなく歴史や民俗の視点も加えるべき。 

冨士川）地元委員から参考として出していただければ計画に反映できるのではないか。 

伊藤）古写真も重要な資源。 

小出）最近、五福小学校の校長先生がアルバムを発見したとの知らせがあった。小学校には古写

真のストックがある可能性がある。 

 

３ その他 

 早川倉庫の前、駐車場になっているところにあった建物（古民家）は、南阿蘇に移築して「暖
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谷（だんよく）」という民宿になっている。米の仲買をやっていた家（境） 

 球磨川沿いにある木造３階建ての鶴の湯旅館が再開している（竹田） 

あれは戦後の建物。地震の損傷もそのまま。若い人がやっているが苦戦している模様。テル

サの総支配人土山さんの実家。（磯田）） 

 町屋をつかって民宿という相談をうけている。商工クラブさんの支援。グループ補助金を使

って民宿として再開。それを基軸に食事などでお金を循環させ地域の活性化に（宮本） 

 早川さんのゲストハウス４２６も流行っている（磯田節） 

 市の町屋補助金を使っている家もあるのでは（冨士川） 

１／２補助で地震の関係。武蔵屋さん、お茶屋さん、新町会館に４２６も。他にも何軒か使

っているようだ（宮本） 

 玉名市の伊倉にある豪農屋敷を崇城大の秋元先生に調査に入ってもらう。価値づけとともに

今後の活用まで提案したいところ（竹田） 

玉名市天水の豪農屋敷は、夏ミカンの木を天然記念物に指定した。まずはそこから（竹田） 

解体の危機にある武家屋敷の見学会は大雨のため延期。９月２２日で調整中（竹田） 

 小川の町屋は厳しい状況。合併後は地元のことがわからない支所長が回ってくる。合併の弊

害。失われた建築は２度と戻らないということが理解されない（磯田節） 

 

４ 次回開催予定 

 ９月１０日（月）１９：００～ 林田印刷４階会議室 

 ８月はお休み。ただし動きがあればそれに応じて開催。 

 ９月はお祭りの時期なので、地元は難しい。 

 

 

 

180910午前  三井住友銀行 本店管理部 開発グループ  

部長代理  千代澤様へ電話 

以下は、千代澤様と事務局・冨士川の概ねのやり取り 

（銀行からの報告） 

①購入検討者様と引き渡し時期等、調整中である。 

②学術調査（熊大吉武先生）については 7月に 3日間ほど調査に入られたと 

聞いている。 

（協議会事務局） 

①不動産業者から全国展開している結婚式場から紹介してほしいという申し入れがあ

ったが、状況を説明しお引取り願った。 

②被災文化遺産の修復工事完了のところも出てきたので、地域の中の歴史的資源の

一つとして仲間入りしてほしい旨、機会があれば購入検討者様に伝えていただきた

い。 

 今後も引き続きどうぞよろしくお願いします。 
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被災文化遺産所有者等連絡協議会会員 

   アンケート調査（佐々木）／被災状況一覧（横内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災文化遺産所有者等連絡協議会

会社（商号） 氏名
登録
文化財

景観形成
建造物

グループ
補助金

文化財
補助金

町屋
補助金

ＷＭＦ
支援

備考

吉田松花堂 吉田秊代 ○ ○ ○
お菓子しぼりや 岩原和哉 ○
安田ふとん店 安田憲世 解体
5、19の大家 宮本茂弘 建て替え完了
大住工芸　「光助」 大住裕司 ○？
兵庫屋本店 渡邊稔晃 ○ 復旧工事了
金岡仏具店 米村孝一 ○ 未着工
モヒカンポシェット 櫻井栄一 ○ 未着工
長崎次郎書店（登録文化財） 長崎圭作 ○ 被害小
清永本店 清永幸男 ○ ○ 工事中
西村邸 西村正代 ◎ ○ ○ 工事中
ナチュラル＆ハーモニック　ピュアリー 反後人美 ○ ○ ○ 復旧工事了
塩胡椒 白石一成 ○ ○ ○ 復旧工事了
ＰＳオランジュリ 平山武久 ○ ○ ○ ○ 着工直前
森本襖表装具材料店 森本志郎 ○ 解体
北野町屋（清永本店の向かい側） 北野淳一郎 着工直前
鈴木邸 鈴木婦美子 ○ 解体
源-zone 上村元三 被害小
早川倉庫 早川礼三 ○ ○ 工事中
お茶の三翠園 八木啓介 ○ 復旧工事了
小沢町の町屋 益雪敏昭
黒瀬商店 黒瀬雅之 ○ ○ 工事中
野田市兵衛商店 野田珠美 ○ 工事中
後藤商店 後藤環 ○ ○ 工事中

瑞鷹㈱ 吉村浩平 ○ 工事中
西蓮寺 堀尾太治郎
開懐世利（かわせり） 村田幸博
財津染物 財津真一
志摩錻力（ブリキ）店 志摩敏元
すまい塾古川設計室 古川保 工事中
かずさ屋（和菓子） 中西弘一
ふかがわ金物店 森川真由美
うなぎ若松屋 林憲一

8の大家（G補助金申請者） 福富ヒロ子
冨重写真所（登録文化財） 冨重清治 ○
魚よし（寿司割烹） 岡崎宏子
早野ビル ○
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三角再発見ツアー イベント記録 

 

主催：ＮＰＯ法人熊本まちなみトラスト 

日時：2018（平成 30）年 9月 1日（土）8:00～17:00 

場所：三角西港・東港周辺  

当日の気候：曇り時々雨／最高気温 27℃／最低気温 24.2℃   午前中時々激しい雨 

参加者 

  熊本まちなみトラスト会員：磯田桂史・竹田宏司・鄭一止※・豊永信博・冨士川一裕・松波大仁・辻泰明・ 

   池田由美・上農淑子※  （9人） 

一般参加：   （4人）  ・・・ 合計 13人 

坂田純一（文化財保存計画協会）・村田幸博（南部地区市民の会）・杉本宙矢（ＮＨＫ熊本放送局） 

・田中光徳（高浜振興会）※    ※：午後の部から参加 

 

解説者： 細川別邸＝山川満清（熊本県建築士会） 

    辻医院 ＝辻泰明（開設者のひ孫） 

 

１．集合～三角駅 

熊本駅 2番ホーム 8:00集合 

熊本駅 8:06→ＪＲ三角線→8:58三角駅 

車中から  ＪＲ網田駅 駅舎（現存する熊本県最古（M32）の木造駅舎） 

 

２．午前の部 

－三角駅でレンタカー２台に分乗－ 

① 三角西港(世界遺産)： 浦島屋（復元建造物）、龍驤館(国登録有形)､旧三角海運倉庫(国登録有形)､旧

高田回漕店（市指定文化財）、石積埠頭（国重要文化財／世界文化遺産登録構成遺産）･･･富岡敬明

と藤村建築で著名な藤村紫朗との関係･･･お爺婆山の災害伝承(9月 1日は防災の日) 

② 細川別邸（志津子姫が明治末年長年暮らした・・建築士会で保存取組む・・・山川さんの名調子解説） 

③ 天草五橋１号橋・・アーチ構造の新橋（今年 5月開通）とトラス構造の旧橋が望める展望所 

④ 岩永組製材所跡地･･･車中にて･･･辻医院､海のピラミッド､石打ダムなどの施工工務店 

⑤ 赤煉瓦造の塩屋トンネル（ＪＲ三角線） 塩屋隧道（ずいどう）とも  1899年建造 

⑥ 波多神社（1858（安政 5）年再建）  破風の細密な彫刻、狛犬に特徴 

⑦ 波多第四橋梁（ＪＲ三角線鉄橋）  1920年代の補強方式の珍しい現存例 

⑧ 石打ダム（1992 完成）青木茂設計の管理棟と入江経一設計の資料館は熊本アートポリス参加･･･多目

的ダムの治水・利水について学習し､ダムカードもゲット 

 

昼食：三角名物 大番の鯛茶漬け 

 

３．午後の部 
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－14:00三角駅再集合の後徒歩で巡回－ 

 （集合前） 

三角町元二町長（清原猛雄・辻始）の頌徳碑（しょうとくひ） 

① 三角駅駅舎（1938年建造の木造駅舎をリニューアルしながら使い続けられている／高い天井と天窓） 

② 海のピラミッド（1990年完成／葉祥栄設計／アートポリス参加プロジェクト） 

③ 東港広場（熊本大学工学部設計参加で平成 28年完成）･･･｢うきモビ｣でセグウェイ体験する客の姿も 

④ 三角海運社屋（明治 44年建造／旧九州汽船（現九州商船）三角支店） 

⑤ 熊本県漁業取締事務所（小材健治設計／アートポリス）前面岸壁には取締船が停泊 

⑥ 駅周辺中心市街地  閉店した地元スーパー、シャッターの下りた店舗・・・ 

⑦ 旧中野歯科医院（昭和初期竣工）･･･新医院は国道沿いに 

⑧ 旧辻医院（大正 14年） 昭和 45年居住棟は建替え（設計中川久） 

  開設者辻始のひ孫辻泰明による詳細な解説・・・保存の価値と再生の道を語り合う 

 

４．帰路は”Ａ列車で行こう”で三角駅から熊本駅まで 

  １号車ラウンジでビールを楽しむ参加者も・・・ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三角西港石積埠頭                     東港広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   辻医院前で記念写真                       旧中野歯科医院 
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2016　4月　 210月　 1年目
4.14　震度６弱
4.16　震度６強（益城等は震度 7）

半年平成 28年熊本地震

応急危険度判定

り災証明

公費解体

グループ補助金

復興基金

文化財復旧復興事業補助金【県】

町屋復旧補助金【市】

文化財ドクター制度
（ヘリテージマネージャー）

文化財レスキュー

各界団体の支援

9月受付開始

8月創設メニュー化（総額 523億円）

7月：1次調査開始 1月：2次調査開始

創設

保護団体設立

熊本まちなみトラスト

ガレキ処理・シート架け等ボランティア

大学等・研究者ボランティア

現地事務所
グループ補助金申請支援

被災調査被災調査被災調査 11月：被災文化遺産所有者等連絡協議会の組織化11月：被災文化遺産所有者等連絡協議会の組織化11月：被災文化遺産所有者等連絡協議会の組織化

要
望

8 月ピーク

　都市景観の形成と地域コミュニテ
ためには、登録文化財、未指定文化
造物を破壊から救済する必要がある
　熊本県は、熊本地震で被災したこ
るために文化財基金を財源とした救
には修復費補助のない登録文化財等
ては修復費を支援する、という制度
　これを機に登録文化財が増え、文
創造的復興（build back better）
成される。

日本イコモス国内委員会と連携

 ●
 ●

●
 ●

 ●
●

 ●
 ●

 ●
 ●

 ●
 ●

 ●
 ●

 
 ●

 ●
●

 

熊本まちなみトラスト熊本地震からの活動記録　概要
160414　21:26 ／-16 1:25　熊本地震
160417- 新町古町被災調査開始
160504-06　日本イコモス国内委員会被災調査に参加（5.12 緊急アピール文）
160614-15　小山高専・横内氏、九大・藤原氏、東大・佐藤氏等の研究者ご案内
160626-171001　西村邸を復興事務所として借用し、月曜を除く毎日常駐
160705 「城下町立寄りどころ」グループ補助金第１回会合
160730 日本イコモス国内委員会フォーラム in 学園大に参加、発表
160809-11　復興ワークショップ in 清永本店に参加　森本襖表具材料店材料搬出
160829 延藤安弘氏講演会「復興と癒しの幻燈会」in 早川倉庫　企画・参加
160922　文化財ドクター調査報告会 in 熊大百周年記念館／後藤治氏唐人町訪問
161101 ワールド・モニュメント財団（本部 NY）にプレゼン in 復興事務所
161112 被災文化遺産所有者等連絡協議会設立総会 inＰＳオランジュリ
2017
170119 熊本県小野副知事に被災文化遺産所有者等連絡協議会から要望
170120 熊本市議会議長に被災文化遺産所有者等連絡協議会から陳情
170209 アレックス・カー講演/ＰＳオランジュリ/被災文化遺産連絡協議会
170220 熊本市議会へ被災文化遺産所有者等連絡協議会から請願
170227 ワールド・モニュメント財団への支援申請
170321 被災文化遺産所有者等連絡協議会第２回（再開第１回）幹事会
　　　　以後 8月 8日まで毎週火曜の夜清永本店にて開催
 県市に未指定文化財の復興支援を訴える（請願、要望等）
170326 ＮＰＯ法人熊本まちなみトラスト設立総会 於ＰＳオランジュリ
170414 第１回理事会　於 熊本大学まちなか工房
170418 被連協 第６回幹事会に県（文化課）、市（文化振興課）参加
 文化財基金からの支援制度創設の説明
170612 「復興と癒しの幻燈会」延藤安弘先生／ＫＭＴ主催　於 まちなか工房
170803　ＷＭＦ（ワールド・モニュメント財団）とのパートナーシップ契約伝達式
170823　被連協　清永本店部会　第１回・・・週一定例化＝第 11 回 171121
170911 新町古町テナントミックス事業 第１回検討会 於 熊本商工会議所
170924 歴史を活かしたまちづくりシンポジウム 於熊本市役所 14 階ホール
　　　　（日本イコモス国内委員会主催／ＫＭＴ後援と企画運営協力）
171004　住友銀行支店部会（第１回） 於 国際交流会館
171005　被災文化遺産所有者等連絡協議会 於ＰＳオランジュリ
171105　ＷＭＦ（ワールド・モニュメント財団）ダーリン・マックロード統括理事
　　　　新町古町視察（稲垣光彦同財団日本代表も同行）
171126　三井住友銀行熊本支店社屋の保存活用を考えるフォーラム
171128　新町古町テナントミックス事業セミナー（長浜・竹村光雄氏）
171204　住友銀行支店部会（第４回） 於 一新コミセン
171219　被連協第 15 回清永本店部会で清永家解体回避の意志表明
2018
180114　後藤商店解体回避の意志表明
180127　新町古町復興イベント「おでんを食べて語り継ぐ on the 明八橋」
180316　テナントミックス事業最終検討会議
180324　清永本店おかたづけワークショップ（着工前のキックオフ）
1803 月 野田市兵衛商店、後藤商店、黒瀬商店（いずれも被連協）　復旧工事着工
180414　被連協協議会　於ＰＳオランジュリ　デザイン・コードをテーマに
180723　第 19 回理事会　歴まち、被連協、住友、アーカイブ、広報の５部会承認
　

地震後、現地事務所での総会 NPO 設立後

お

9 月議会で審議 （発意） 対象を2月議会で説明

調査・補助対象

5月 20－22九州各県建築士会相互援助協定に基づく調査開始　▲一体化

3月「要領」施行
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2017　4月　 2018　4月　10月　 ２年目1年半 現在

終了 3月

2018（Ｈ30）年度終了

4月：受付開始

9月：12回目交付決定（2,685 事業者／ 680億円）

9月：100億編を被災市町村に配分

1月創設

9月：3次調査開始

11月：交付決定開始 適用本格化

化11月：被災文化遺産所有者等連絡協議会の組織化化 協議会・幹事会・部会の開催協議会・幹事会・部会の開催協議会・幹事会・部会の開催 復興アーカイブ作成開始復興アーカイブ作成開始復興アーカイブ作成開始

ティの持続可能性を高める
化財を含むアノニマスな建
る（文化財の裾野の強靭化）。
これらの文化遺産を救済す
救済制度を創設した。平時
等に対して、非常時におい
度である。
文化財の裾野が広がれば、
という復興コンセプトが達

フォーラム、 シンポジウムの開催

文化財補助金申請支援文化財補助金申請支援文化財補助金申請支援

後の定例理事会

おかたづけワークショップ

復興イベント on the 明八橋

行
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ドローン購入

見積

　Ａ社　\218,808　　 ・ ・ ・ ・ 九州ドローンカレッジ

　Ｂ社　\242,780

前事務局長

スクールを一般社団法人化




